










































































































育児ストレス 3．21（1．11） 3．48（1．09） 2．01＊
＊；P＜．05
表3．預かり保育の情報源（％）
幼稚園 官公庁 マスコミ 知り合い その他





























育児ストレス 3．55（1．07） 3．05（1．09） 4．61＊＊
＊＊；P＜．01
表5。預かり保育の利用希望頻度（％）
毎日 週2，3回 月2，3回 年に数回 その他



























理由項目 1番目 2番目 3番目
1．フルタイムの仕事の間 6．9 1．1 1．7
2．パートタイムの仕事の間 14．3 3．O 4．7
3．緊急の用事の時 46．3 17．4 6．3
4．他に預ける人がいない時 13．2 25．1 9．4
一　　一　　一　q　一　一　一　一　哺　，　曹　o　一　一　一　　一　　一　一　　一　　冒　一　岬　噂　喝　一　一　　囎　一　一　　一　一　冒　一　一　一　甲　　一　一　一　薗　一　噂　鞘　一　願　一　〇　　〇　噌　一　　層　一　一　層　　一　層　一　一　響　層　　一　一　一　層　　一
5．自分の時間がほしい 5．2 9．9 13．5
6．幼稚園は環境が良いので 0．8 5．8 与．8
7．専門の保育者が子どもを見ててくれれ
ば安心 1．9 14．6 23．4
一　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　昌　q　－　願　一　　，　o　o　一　一　一　一　一　一　一　一　　願　一　一　　〇　一　一　　一　　一　一　一　　一　一　一　一　一　一　一　昂　印　一　印　o　　印　＿　　響　卿　噸　r　　一　一　層　　響　　響　響　一　一　響　響　　一
8．他の子と接することは子どもの発達に
とって良い 3．9 14．9 14．6
o　　一　響　一　一　　一　一　願　一　一　一　一　聯　甲　一　，　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　購　一　　噛　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　聞　一　　甲　卿　一　零　一　一　一　一　〇　薗　一　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　　一　　一
9．子育てにストレスを感じている 0．8 1．1 2．5
一　　一　　一　一　一　一　一　騨　o　一　一　『　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　甲　薗　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　　一　　一　一　一　　一　一　r　，　o　顧　一　　疇　一　一　一　｝　　一　一　　一　一　騨　－　　一　一　一　一　一　岬　　一　“　一　一　　印
10．面白そうだから預けてみたい 0．3 0．6 4．7
一　　一　一　一　繭　⇔　噌　軸　　一　層　一　層　一　〇　一　　一　一　一　一　一　一　噂　璽　甲　層　層　一　一　一　　一　り　晒　一　噂　噂　尊　一　一　冒　一　層　一　一　一　一　一　　一　　一　一　一　　昌　一　一　騨　噂　層　騨　　騨　　一　一　　甲　一　一　　一　　一 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一』一＿＿一
11．保育所に預けられなければ利用したい 3．6 1．9 3．9
一　　冒　一　一　昌　瞬　噂　一　，　一　卿　響　一　曹　一　　一　　一　一　一　　一　卿　薗　噛　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　噂　薗　響　一　層　一　一　一　一　一　－　　一　一　一　　一　　一　－　　噂　哺　騨　一　　響　一　一　　一　一　一　　一　一　曹　－　　一



















一一”一q一一一。一一””一”囮”一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿一一一一＿一＿一一一＿＿＿一＿ 一　一　層－一　辱一－璽　一甲一　一一一一璽一＿　一一一一 噂。一　，一一帰一一．r一一一一一卿哺　一　昂一　一軸一 噌一一　噂　一　一　聯　一　一　噂　一噂　一　一　一層一　師　一一　噂　一
3．仕事をしていないので必要ない 33．6『 18．2 6．6一轡一”一”一一贈一一”印”騨一”一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿一一一＿一＿一＿＿一一＿＿＿4．子育てにストレスを感じていないので一一　一一卿　一卿冒一　一　一一　噂一一一一一一　。一一　甲 一　一　一　一　冒一　一　一　一　一　陶　一一　一　一騨　一　一　一　一　一　。　ロ 一　一　鞠　一　一　〇　『　一　一　冒　一　一　一　一　噛　一　．，一　一　一　一　一
必要ない 0．7 8．0 11．7
”－一一一”一一”一”一”一”一鱒”一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿一＿＿一＿一＿＿一＿＿＿＿
5．子どもはできる限り家庭で育てた方が一　層　嘩『一　一一一鱒　一り一一q曹一騨一岬層一一－騨　囎　一　願　一　一　一　一一一　r　一　噂　一　曹　噂　一　一　一　一　一一　一 層　一　一　層　一　一　一　一　一　一　一　韓　一　齢　一　一一　囎　一　覇　一　一
いいと思う 10．9 7．3 13．9一”一”騨一一一一一一一一一殉－一騨一”一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿一＿＿一＿＿＿一＿＿＿＿＿一 一一一層一　噂層一悼一一聯　層曹一一り一一　騨一一一 一一一　一一一一騨一一一塵一噂一一一一　甲一　一，一 騨　一　一　噂　一　一　〇　一　一　岬　一　一　一　一　一　葡一　臼　署　一　曹　一6．子どもの発達に悪影響がある 2．2 0．7 1．5









った 0．7 0 1．5
”一”一一”一一一ロ”層”－一”一一一一一一一一一一一一一一一一。一一一一一。一一＿一＿一＿＿＿一一一一＿＿ 一　糟　一　一嚇　層　一一－　一　一。　一　一一　一一一　一　一　甲一　一 一　臼　一　一　。一　一　。一曽　一　一　。　ロー　。一　辱　一　一　一一　一 一一一一一一一一一一一一一？一一り一一一一一
9．その他 5．8 5．8 4．4
の7割以上が無職（専業主婦）だった。子どもを誰かに預ける必要がある時は，父親か，母
方の祖母の割合が比較的高く，母親にとって夫の母親よりも自分の母親の方が頼りやすい様
子がうかがえる。また，育児ストレスについては，半数以上の養育者が子育てに関して何ら
かのストレスを感じており・しかも有職の養育者よりも無職の養育者の方がよりストレスを
感じていた。このことは，子どもの養育の責任は母親が担っており，子どもと長時間一緒に
過ごす専業主婦の母親の方が育児ストレスを感じやすく，夫や自分の母親以外にはなかなか
子どもを預ける相手がいない，という現代の日本の子育て状況を表していると考えられる。
　預かり保育に対する意識については，7割以上の養育者が預かり保育制度の存在を知って
いたことから，その認知度は比較的高いと考えられる。預かり保育の情報源としては，官公
庁やマスコミなどを通しての一般的な知識というよりも，幼稚園や知り合いといった身近な
相手から知る割合が高く，幼稚園選択などの材料の一つとして，養育者は預かり保育に対す
る興味・関心を持っていることがうかがえる。それを裏付けるように，本研究では預かり保
育の利用希望者が7割を越え，保育園に子どもを通わせている養育者よりも，まだ子どもを
通園させていない家庭や幼稚園に通わせている家庭の養育者の方が，その利用を希望してい
一α16リ209一
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ることが示された。また，預かり保育の利用希望の有無は養育者の育児ストレスとも関連し
ており，預かり保育の利用を希望する養育者の方がそうでない養育者よりも，育児ストレス
を感じていることが示された。母親の育児ストレスを軽減させるためには，夫婦関係が良好
であること（牧野，1982）や，夫や家族以外の人からの社会的サポート（田中，1994）が重要であ
ることが指摘されており，母親と子どもを孤立させない周囲の人々の援助が第一に必要とさ
れていると考えられる。このことから，預かり保育は育児支援の方策の一つとして乳幼児を
持つ養育者に注目されているだけでなく，養育者の育児ストレスを緩和させる上でも有効な
手段となり得る可能性が示唆される。
　預かり保育の利用を希望する養育者に，その理由を順位を付けて答えてもらったところ，
1番目の理由から順に，「緊急の用事がある時」，「他に預ける人がいない時」，「専門の保育者
が見てくれれば安心」が最も多いことが示された。このことから，幼い子どもを持つ養育者
にとっては，いざという時に安心して子どもを預けることができる場所として，預かり保育
を必要としていることがうかがえる。預かり保育の利用を希望していない養育者の理由から
も，「仕事をしていないので必要がない」，「保育所に預けるので必要ない」，「子どもの面倒を
みてくれる人がいるので必要ない」といった項目が1～2番目の理由として上位に挙がり，
誰か子どもの面倒を見ることができる人が常に周りにいるかどうかが，養育者の預かり保育
の利用希望の決め手になっていることがわかる。
　しかし，実際に預かり保育を実施する側である幼稚園は，このような養育者の意識をどこ
まで的確にとらえているのだろうか。幼稚園側の考えを尋ねたこれまでの研究では，預かり
保育を実施していない園の3割以上がその理由として「教育上預かり保育は実施するべきで
はない」という項目を選択していたり（園田・無藤，2001），実施園の中にも「情緒の安定が
弱い子ほど親が預かり保育を希望する」，「大切な親子のふれあいが補いきれない」といった
理由から，預かり保育は必要ではないと考えている園がある（神田・山本，1999）ことが指摘
されている。このような考え方の背景には，母親が育児を行うことが最善であるという母性
神話的な信念があり，「幼稚園で長時間子どもを預かることは，子どもの面倒を見たくない母
親のわがままを助長してしまう」といった懸念が存在しているといえる。母性神話には科学
的根拠が無く，長時間保育それ自体が親子の絆を阻害するものではないことはこれまでに多
くの指摘があるため（例えば，柏木，1993；繁多，1987など），本研究では預かり保育に対す
る養育者の意識から，母親の育児放棄につながる可能性について考えてみたい。
　育児放棄につながるような養育者の預かり保育の利用希望理由として，本研究の中では「子
育てにストレスを感じている」という項目が挙げられるだろう。しかし，これを1番目から
3番目までの理由として選んだ人は5％にも満たなかった。つまり，預かり保育の利用希望
者は育児ストレスをより高く感じているにもかかわらず，育児ストレスから解放されるため
一2』ZOO109ノー
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に預かり保育を利用したいと考えてる人はかなり少ない割合しか存在していなかった。それ
以外にも預かり保育の利用希望理由の中には，「自分の時間がほしい」という項目がある。そ
もそも，子どもから離れて自分の時間を持つことは，養育者のリフレッシュ効果を期待でき
ることが指摘されているが（神田・山本，1999），「自分の時問がほしくて毎日子どもを預ける」
などその利用頻度があまりにも頻繁である≧，養育者の育児放棄につながる可能性があるか
もしれない。本研究においては，預かり保育の利用希望理由として1～3番目にこの「自分
の時間がほし夕〉」という理由を選択した人は，3割近くにのぽっていた（表7参照）。そこで，
養育者が預かり保育の利用を希望する頻度に着目してみると，最も多いのは「月に2，3回」，
次に「年に数回」の順で，「毎日」利用したいと考えている人は利用希望者の中の1割程度に
しか過ぎなかった（表5参照）。さらに，預かり保育の利用を「毎日」希望し，かつ「自分の
時間がほしい」という理由を選択した人について調べてみると，わずか7名（預かり保育利用
希望者の2。0％）しかいなかった。これらの結果を併せると，養育者の意識として，幼稚園側
が懸念しているような日常的な子育ての辛さから逃れる目的で預かり保育を利用しようと考
えている人は，かなり少ないのではないかと推測できる。
　以上のことから，預かり保育は，子育てを担う母親にとってかなり有効な子育て支援とな
り得るものと考えられる。無職の養育者の方が有職の養育者よりも子育てのストレスが高い
という結果は，社会から切り離され，育児の責任を負いながら長時問子ども一緒に過ごすこ
とが，現代の多くの母親の負担となっていることを示唆している。そのような母親にとって，
子どもの発達に良い環境で，安心できる相手に，いざという時に子どもを預けられる状況が
作られることは，物理的・精神的に大きな手助けとなるだろう。しかし，今後多くの幼稚園
で預かり保育が実施されるためには，このような母親の意識を認識し，幼稚園側が家庭に対
するとらえ方を柔軟に変化させることも必要とされている。また，養育者が預かり保育の利
用を希望しない理由の3番目として，「料金がかかるので」といった項目も多く挙げられてい
た（表8参照）。子育て支援策の一つとして，多くの養育者が希望する預かり保育がより有効
に機能していくためには，行政からの財政的援助についてもさらに検討していくべき課題と
なるだろう。
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Primary　Caregivers，Parenting　Circumstances　and
Their　Viewes　of　Educational　Activities　Provided
　　　　During　Ii】xtra，Curricular　Hours　in　P：reschool
Natsumi　SONODA
　　　Takashi　MUTO
　　　　Thepurp・se・fthisstudyist・examinetherelati・nshipsbetweenprimarycar．
　　　　　　　　　　シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eglvers　parentlng　clrcumstances　and　their　viewes　of　educational　activities　provided
duringextracurricularh・ursinpresch・・1．Fivehundredandtw・primarycaregiverswh。
hadO－t・5year一・1dchildrenwereadministeredquesti・mairest・ratetheirparenting
clrcumstances　and　their　views　of　educational　activities　provided　during　extra　curricular
hours　in　preschooL　The　results　showed　that　primary　caregivers　were　children’s　mothers
in　almost　all　families　and　more　than　half　ofthem　felt　a　child－rearing　stress．In　their　views
・feducati・nalactivitiespr・videdduringextracurricularh・ursinpresch。。1，72．3％。f
caregivers　wanted　their　children　to　participate　these　activities，and　they　felt　more　child
『rearingstressthanth・sewh・didn’thaveawishf・rtheirchildren・sparticipati。n。
Finally・caregivers’reas・nsf・rbeingwillingtheirchildren・sparticipati。n。fthese
actlvltles　were　considered　along　the　constmcting　childcare　support　system．
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